
 

 

 

 

「世界水路の日」パネル展を開催します 
 

   

 

 
 
 

 

１ 開催期間 

令和元年６月１０日（月）～６月２８日（金） 

 

２ 開催場所（詳細は別紙参照） 

① 那覇港湾合同庁舎１階ロビー 

（沖縄県那覇市港町２－１１－１） 

    ②残波岬灯台展示室 

      （沖縄県中頭郡読谷村宇座） 

 

 ３ 展示のテーマ 

海洋における経済の持続可能な発展、海洋環境の保全、自然災害や気候 

変動への対応などのために海洋情報への需要が高まっていることから、今 

年の世界水路の日のテーマは、「海を知るための海洋情報」とされました。 

 

４ 主な展示内容 

    ・海洋状況表示システム（海しる）の紹介。 

     海しるは、誰もがホームページの地図上で、船舶の運航管理、漁業、 

環境保全、防災等に有要なさまざまな海洋情報を重ねて表示すること 

ができる先進的なシステムです。 

・2020 年 1 月に就役予定の海上保安庁最大の測量船「平洋」の紹介。 

・最新の調査により新たに見つかった久米島沖の海底火山地形等の紹 

介。 

 

  

《問い合わせ先》 

第十一管区海上保安本部 

海洋情報監理課長  野田 秀樹 

０９８－８６７－０１１８（内線 2510） 
第 十 一 管 区 海 上 保 安 本 部 

令 和 元 年 ６ 月 ７ 日 

 

毎年６月２１日は、国際水路機関（IHO）が定める「世界水路の日」です。

第十一管区海上保安本部では、今年も世界水路の日に合わせ「海を知るた

めの海洋情報」をテーマに、那覇港湾合同庁舎１階ロビー及び残波岬灯台

展示室で「海洋状況表示システム（海しる）」や「最新鋭の測量船」などを

紹介するパネル展を開催します。 



※問い合わせ先にご連絡いただければ、展示期間中は那覇港湾合同庁舎１階 

ロビーにて展示物のご説明をいたします。 

 

【参考】 

  ○世界水路の日 

    船舶交通の安全や海洋環境の取り組みにおける水路業務や水路 

   技術の重要性を加盟国が広く一般に啓発するため、1921 年（大正 10 年） 

   6 月 21 日に国際水路機関(IHO)が設立されたことを記念し、国連決議に 

   より定められました。 

    毎年、国際水路機関(IHO)からテーマが発表され、加盟国でイベントが実施 

されています。 

 

  ○国際水路機関：International Hydrographic Organization（IHO） 

    海図など航海用刊行物の改善により航海を一層容易で安全にすることを 

目的として設立された国際機関（2019 年 6 月現在 90 ヵ国加盟）です。海上 

保安庁海洋情報部は、我が国水路機関として設立当初から参画しています。 


